
G20大阪サミットにおける
感染症サーベイランス



G20サミットにおける感染症強化サーベイランス
強化サーベイランスの実施及び感染症発生時における対応（6月10⽇〜30日）

G20感染症情報解析センター
大阪健康安全基盤研究所（3〜4名）
国⽴感染症研究所（1〜2名）
⼤阪府医療対策課（1〜2名）
大阪市感染症対策課（医師1~2名）
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新設



G20大阪サミット感染症情報解析センター体制
実施時期 6月10⽇（⽉）〜23日（日）9：30〜12：30

6月24⽇（⽉）〜30日（日）9：30〜19：00
6月27⽇（⽊）〜30日（日）夜間オンコール体制
※サミット開催：6月28⽇（⾦）〜29日（土）

実施場所 大阪健康安全基盤研究所
構成員 大阪市感染症対策課（1〜2名）

大阪府医療対策課（1〜2名）
大阪健康安全基盤研究所（3〜4名）
国立感染症研究所（1〜2名）

活動 ・サーベイランスで得た情報を解析
・日報（12・18時）を作成
・関係者で共有し、警戒態勢を強化

備考 7月1⽇〜16日はサミットの影響を見るため、一部のサーベ
イランスを継続



全数報告疾患（結核以外）サーベイランス

• 通常、週単位での集約を⾏っている全数報告疾患についても、
期間中は速やかにNESID⼊⼒して情報共有

早期対応が必要な疾患のサーベイランス

【対象疾患】
・一類・二類感染症(結核除く)
・侵襲性髄膜炎菌感染症
・麻しん
・風しん
・水痘(⼊院例に限る)
・蚊媒介感染症
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≪毎日朝10時に集約≫

≪随時、報告≫



警察官サーベイランス
• 警察本部健康管理センターより、警察官の健康状態

感冒、消化器症状、頭痛、発熱、皮膚症状、その他
• 要人に関わる最前線の警察官の健康状態を把握する
• 警備の部隊で感染症発生時などは早期に対応する

救急搬送サーベイランス

• 重点エリア（大阪市・豊中市・泉州南消防局）の搬送件数
（急病件数）をモニタリングすることで、異常を早期に探知する
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新設≪毎日16時までに報告≫

≪毎日10時までに報告≫



学校サーベイランス（大阪市）

・「学校欠席者・感染症情報システム」を活用し、児童等の欠席
状況等をモニタリング
・地域の感染症の流⾏状況を把握

薬局サーベイランス

• 「薬局サーベイランス」を閲覧
• 抗インフルエンザウイルス薬の投薬状況をモニタリング

≪毎日朝10時に集約≫

≪毎日朝10時に集約≫



医療機関サーベイランス（疑似症サーベイランス）

• 大阪市内（10病院）とりんくう総合医療センター、市⽴豊中
病院で実施

• 原因不明の重症例（発熱、呼吸器症状、発疹、消化器症状
等を呈し、直ちに特定の感染症と診断できないもの）が対象

≪随時、報告≫

メディアサーベイランス

• 国⽴感染症研究所においてメディアサーチを⾏い、国内（大阪
府外）及び海外において、サミットに影響を与える可能性のあ
る感染症報告例の有無について検索

≪6/17〜23:毎日10時、6/24〜30:毎日10時・17時≫
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